
 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 



 

 

 

佐倉市長 蕨 和雄  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 



 

 

 

 

･･･････････････････････････････････････････････････  
･･･････････････････････････････････････････････････････････  

･･･････････････････････････････････････････････････････  
 

･････････････････････････････････････  
･･････････････････････････････････････････････  
･･････････････････････････････････････････････  

 

･･･････････････････････････････････････････････････････  
･･･････････････････････････････････  

･･･････････････････････････････････････････････････  
･････････････････････････････････････････････････  

 

･････････････････････････････････････････････････････････････  
･････････････････････････････････････････････････････････････  

･･･････････････････････････････････････････････････････  

 

･･･････････････････････････････････  
･････････････････････････････････････････････ ･････････  

･････････････････････････････････････････  
･････････････････････････････････････････････････  

･･･････････････････････････････････････････････････････  
･････････････････････････････････････････  

･････････････････････････････････････  
･･･････････････････････････････････････････････････  

 

 ････  
････････  

 ･････････････････････････････････  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 

話 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・





 

 28年度 29年度 30年度 31年度 

第４次佐倉市総合計画・後期基本計画     

第３次佐倉市地域福祉計画（佐倉市

地域福祉ビジョン） 

    

 

                

 第３次佐倉市地域福祉計画 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域福祉推進のための共通の目標・地域の未来像【第３章】 

第３次佐倉市地域福祉計画 

社会福祉法第 107 条（１） 

福祉サービスの適切な利

用の推進 

第４次佐倉市総合計画・後期基本計画 

個別計画 

子ども・子育て支援事業計画 

障害福祉計画 

障害者計画 

高齢者福祉・介護計画 

健康増進計画 

社会福祉法第 107 条（２） 

社会福祉を目的とする事

業の健全な発達 

 

社会福祉法第 107 条（３） 

地域福祉に関する活動への

住民の参加の促進【第４章】 
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Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

（人）

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                



総人口
H２６ 21,386 (12.0%) 109,907 (61.8%) 46,430 (26.1%) 177,723
H３２ 19,520 (11.2%) 100,127 (57.2%) 55,262 (31.6%) 174,909
H５２ 12,271 (8.7%) 73,858 (52.2%) 55,268 (39.1%) 141,397

老年人口生産年齢人口年少人口

12.5%

12.4%

12.4%

12.2%

12.1%

12.0%

11.9%

11.8%

11.7%

11.5%
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11.2%

11.0%

10.8%

10.6%

10.4%
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10.0%

9.8%

9.6%

9.4%

9.2%

9.1%

9.0%

8.9%

8.8%

8.7%

8.7%

8.7%

8.7%

8.7%

8.7%

67.0%

66.2%

65.6%

64.6%

63.2%

61.8%

60.6%

59.6%

58.8%

58.2%

57.6%

57.2%

56.8%

56.6%

56.5%

56.3%

56.2%

56.2%

56.1%

56.1%

56.2%

56.1%

56.0%

55.9%

55.7%
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55.0%
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52.2%

20.5%
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年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 老年人口（65歳以上）

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成26-32年
平成26年 平成32年 平成26年 平成32年 平成26年 平成32年 平成26年 平成32年 増減

3,035 2,574 17,661 14,890 8,832 10,134 29,528 27,598 ▲1,930
10.3% 9.3% 59.8% 54.0% 29.9% 36.7% ‐ ‐ （▲6.54%）

3,588 2,851 18,693 16,268 8,947 10,423 31,228 29,542 ▲1,686
11.5% 9.7% 59.9% 55.1% 28.7% 35.3% ‐ ‐ （▲5.40%）

5,416 5,738 24,945 24,502 9,795 12,194 40,156 42,434 2,278
13.5% 13.5% 62.1% 57.7% 24.4% 28.7% ‐ ‐ (5.67%)

4,611 4,106 22,479 21,106 9,669 10,872 36,759 36,084 ▲675
12.5% 11.4% 61.2% 58.5% 26.3% 30.1% ‐ ‐ （▲1.84%）

2,953 2,503 16,739 14,874 5,637 7,266 25,329 24,643 ▲686
11.7% 10.2% 66.1% 60.4% 22.3% 29.5% ‐ ‐ （▲2.71%）

208 156 1,178 1,000 605 662 1,991 1,818 ▲173
10.4% 8.6% 59.2% 55.0% 30.4% 36.4% ‐ ‐ （▲8.69%）

114 91 981 809 603 626 1,698 1,526 ▲172
6.7% 6.0% 57.8% 53.0% 35.5% 41.0% ‐ ‐ （▲10.13%）

1,461 1,501 7,231 6,678 2,342 3,085 11,034 11,264 230
13.2% 13.3% 65.5% 59.3% 21.2% 27.4% ‐ ‐ (2.08%)

21,386 19,520 109,907 100,127 46,430 55,262 177,723 174,909 ▲2,814
12.0% 11.2% 61.8% 57.2% 26.1% 31.6% ‐ ‐ （▲1.58%）

佐倉地区

弥富地区

年少人口 生産年齢人口 老年人口 総人口

千代田地区

市 全 体

臼井地区

志津地区
（北部）

志津地区
（南部）

根郷地区

和田地区

全国 千葉県 佐倉市
Ｈ13 1.33 1.24 1.05
Ｈ14 1.32 1.24 1.09

Ｈ15 1.29 1.20 1.05

Ｈ16 1.29 1.22 1.05
Ｈ17 1.26 1.22 0.97
Ｈ18 1.32 1.23 1.02
Ｈ19 1.34 1.25 1.11
Ｈ20 1.37 1.29 1.04
Ｈ21 1.37 1.31 1.08
Ｈ22 1.39 1.34 1.15
Ｈ23 1.39 1.31 1.16
Ｈ24 1.41 1.31 1.18

（資料：千葉県厚生統計調査） 
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自助 

 

•自分でできることは
自分でする。 

  
互助・共助 
 

•家族、友人、隣近所相互
の助け合い。 
•地域活動、ボランティア、
社会福祉法人等による 
支え合い・助け合い。 

公助 
・自助、互助・共助を支える役割。行政による基盤事業の整備、展開。 
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221 
108 

11 
3 

26 
0 

6 

そう思う 

どちらかというと思う 

あまりそう思わない 

思わない 

どちらともいえない（わからない） 

その他( 具体的に   ) 

無回答 

住民同士のつながりは大切か 

169 
127 

13 
3 

45 
11 

7 

そう思う 
どちらかというと思う 
あまりそう思わない 

思わない 
どちらともいえない（わからない） 

その他( 具体的に   ) 
無回答 

近所からの手助けの依頼に協力するか 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域の見守り活動 
・自主防災・防犯活動 
・ふれあい・いきいきサロン等 

・住民参加型福祉サービス 
・配食サービス 
・移動サービス 等 

地域福祉活動の深まり 

【互助】 

【自助】 

【共助】 

であい ふれあい つきあい 

近隣の自然な気づかい・支え合い・助け合い 

地域の輪 

見守り・ふれあい活動 生活支援サービス 



 

 

 

 

 

                



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

●活力ある高齢者、佐倉育ち世代 

参加、活動の充実 生きがい、活動の場 

佐倉市の持つ強み 

●多様な地域資源 

地
域
を
支
え
る 

地域活性化 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

互いに支え合う地域 ふれあい・交流のある地域 一人ひとりを認め合える地域 

地域における人と人のつながりの構築 

地域の交流活動の活性化・地域福祉活動の充実 

住民自らが、地域で活動し、支え合い、助け合いができる地域 

住民意識（互助意識）、（参加意識）、（共生意識）の高まり 

住民一人ひとりの活動・取り組み 
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指 標 区分 現状値 目標値 説 明 

住民同士のつながりを

大切にしようと思う意

識 

継続 59％ 65％ 市民意識調査において、住民同士のつな

がりが必要かという問について「そう思

う」と回答した割合です。 

 

近所の困りごとに協力

しようと思う意識 

継続 45％ 50％ 市民意識調査において、近所からの困り

ごとに協力するかという問について「そ

う思う」と回答した割合です。 

 

地域で住民同士の気づ

かいができていると思

う意識 

新規 － －（※） 市民意識調査において、地域で住民同士

の気づかいができているかという問につ

いて「そう思う」「どちらかといえばそう

思う」と回答した割合です。 

地域で交流・ふれあい

ができていると思う意

識 

新規 － －（※） 市民意識調査において、地域で交流・ふ

れあいができているかという問について

「そう思う」「どちらかといえばそう思

う」と回答した割合です。 

（※）平成２８年度実施予定の市民意識調査の結果を見て、目標値を設定します。 

 

 

 



 

視 点 項 目 手 段 

１ 住民の視点 計画の周知度、市民意識調査の結果、

行政・社会福祉関係団体等に対する要

望など 

市民意識調査、市民活動に

対するヒアリング調査など 

２ 行政の視点 個別計画等における施策の推進 個別計画における進捗調査

など 

 

３ 社会福祉関係団

体の視点 

社会福祉法人の地域貢献事業、福祉施

設と地域との連携状況など 

アンケート調査、ヒアリン

グ調査など 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

地域づくりって何だろう？ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

地域づくりは誰がするの？ 

地域づくりには資格や能力が必要ですか？

誰がするの？ 

地域づくりって特定の人たちがやっているの？ 

問 

問 

問 

支える人も、支えられる人もお互いが喜びを感じながら生活す

る地域が求められています。高齢者が増え、地域で活躍を期待す

る若者は減少しています。また、税収の大幅な増加を見込むのは

厳しく、こうした状況の中、行政だけで地域を支えていくことは

困難になっています。多種多様な住民のニーズに応え、地域のみ

んなが快適に暮らしていくためには、支え合いの精神のもと、住

民が地域づくりに参加することが不可欠です。 

地域づくりに参加するのに、何か特別な資格や能力は必要ありま

せん。どんな人でも好きなこと、得意なことや強みがあるはずです。

まずは自分が興味のある分野で地域に参加してみてはいかがでし

ょうか？ 

 

現在、佐倉市の地域づくりには、地域まちづくり協議会、地区

社会福祉協議会、自治会・町内会、NPO 法人、ボランティア団

体等多くの方々が参加しています。また、これらの団体等に属し

ていなくても、個人で隣近所との支えあい・助け合いを実践して

いる人もいます。こうした活動を行う人々や、地域づくりを行っ

ている団体等に参加する人が増えれば、また、新たに活動を立ち

上げる団体等が増えれば、地域の交流活動が活発になり、生きが

いや、やりがいを感じる行事やイベントも増えるのではないでし

ょうか。 
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住
民
自
ら
が
、
地
域
で
活
動
し
、
支
え
合
い
、
助
け
合
い
が
で
き
る
地
域 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 地域を歩こう。あいさつしてみよう。 

２ 気軽に集おう。 

３ 声を掛け合おう。誘い合おう。 

４ 子育てを応援しよう。 

５ 絆をつくろう。 

６ 安全・安心のかけ橋になろう。 

７ 支え合い、助け合いに参加しよう。 

８ 違いを認め合おう。 

地域のためにできること 

互いに支え合う地域 

ふれあい・ 
交流のある地域 

一人ひとりを 
認め合える地域 

地域の未来像 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

“笑顔”と“あいさつ”から始まる地域のつながり 

 

今、地域での関係性が希薄化していると言われています。特に若い人たちは

地域とのかかわり合いに躊躇しているのではないでしょうか。 

こうした中でも、地域と積極的に関わり、活動している人たちもいます。こ

こでは、地域の活動に取り組んでいる方々の声を紹介します。 

 

最初に、長年、視覚障害者支援の実践と研究に取り組んでいるＦさんです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、民生委員・児童委員として地域を駆け回っているＮさんです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

“笑顔”で“あいさつ”をして近隣の人々と関係を持ち、地域で何か活動を

始めることで、生活に潤いが生まれるだけでなく、お互いの安心にもつながり

ます。住民一人ひとりが “笑顔”と“あいさつ”を大切にする地域は、子ども

たちにも人と人とのかかわりの大切さを学んでもらえる地域だと思います。 

「生活の中で大切にしていることは“笑顔”と“あいさつ”です。この二

つを実践することで、地域の中で暮らす際に近隣住民との関わりがスムー

スにできるのではないかと思います。」 

「何回か“笑顔”で“あいさつ”をしていると立ち話をするようになりま

す。そこに、子どもが介在するとさらに和みます。近所で単身生活をして

いるおばあちゃんと会話ができるようになりました。そして、健康維持の

ために夏休みに自宅の前で息子と妻とラジオ体操を始めたら、近所の二人

のおばあちゃんが参加してくださるようになりました。このことを通し

て、お裾分けが始まり、今ではお互いに“つきあい”に発展しています。」

（Ｆさん） 

 

「地域で自分にできることをお手伝いしようと思って参加しています。大

切なのは、まず“あいさつ”すること。子どもたちに朝「おはよう」と声

をかける運動に参加しています。元気に返事を返してくれる子、そうでな

い子、いろいろな子がいますが、“あいさつ”することであたたかい気分に

なります。自分が子どもたちから元気をもらっています。」（Ｎさん） 



 

最後に、定年を機に地区社会福祉協議会の活動に参加を始めたＩさんです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心豊かに、安心して暮らせる地域社会を構築するための第一歩は“笑顔”と
“あいさつ”から。そこから近隣の人々との支え合い・助け合いが始まり、お
互いを尊重し、個性や違いを認め合う多様性のある地域になっていくと思いま
す。 
福祉関係、医療関係等の専門機関、ボランティア団体や個人でボランティア

活動を行っている方々、まちづくりに取り組む各種団体、そして住民一人ひと
りが協力しあい、≪互いに支え合う地域≫、≪ふれあい・交流のある地域≫、
≪一人ひとりを認め合える地域≫の実現に向けて、力を合わせて頑張りません
か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「社会参加することで恩返しをと思い立ち、何から手を付けていいか戸惑

っていました。そんな矢先、たまたま受講した 3 か月の福祉関係の勉強が

全く畑違いの私への呼び水になったのです。」 

「地域福祉活動の目的は、困りごとが起きたとしても、これまでつくりあ

げてきた家族、友人、知人との関係を保ち、文化やスポーツ、芸術、趣味

などの社会的な活動に参加できることで、誰もが自分らしく、誇りを持っ

て、まちの一員として普通の生活を送ることができるようになることだと

思います。」（I さん） 
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地域福祉計画で集められた生活課題 

 

 

 

 

地域福祉計画で集められた生活課題 

佐倉市健康増進計画 

佐倉市住生活基本計画 

佐倉市男女平等参画基本計画 

佐倉市障害者計画、佐倉市障害福祉計画 

佐倉市地域防災計画 

佐
倉
教
育
ビ
ジ
ョ
ン 

佐
倉
市
青
少
年
育
成
計
画 

佐
倉
市
高
齢
者
福
祉
・
介
護
計
画 

佐
倉
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画 

乳幼児期     学齢期      青年期       壮年期      高齢期    
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（３）  

  

連
携 

 

地域福祉推進のための共通の目標・地域像 

佐倉市地域福祉計画 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画 

障
害
福
祉
計
画 

高
齢
者
福
祉
・
介
護
計
画 

健
康
増
進
計
画 

地
域
福
祉
活
動
計
画 

（
社
会
福
祉
協
議
会
） 

福祉サービ 

スの適切な

利用の推進 

社会福祉を 

目的とする 

事業の健全 

な発達 

な発達 

地域福祉に 

関する活動 

への住民の 

参加の促進 

 

部門別施策 地域福祉を推進する個別施策 

佐倉市総合計画・基本計画 

障
害
者
計
画 

個別計画 
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